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合物を合成し NMRスペクトルを用いて，その立体配置の安定性について検討を加えている O その測
定結果から分子内に 2つの不斉アンチモン原子をもっ第3スチピンスルフィドの溶液中の異性化現象
を見い出し，第3スチピンスルフィドの立体配置が不安定であるとい 7結論を得ている O 一方 Sb-S
一重結合をもっ3価の不斉化合物の立体配置は安定であると推論している O
第4章では，第2章で得られた第3スチピンを原料として不斉第4スチボニウム塩を合成し，その
光学活性体を初めて単離している O
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第5章では以上の結果をまとめている O
論文の審査結果の要旨
本論文は種々の新しい不斉有機アンチモン化合物を合成し，その立体化学的性質を検討しようと試
みたもので次のような結論を得ている O
(i) アルキル基をもっ不斉有機アンチモン化合物の合成法を見い出した O
&i) 第3スチピンの立体配置は安定である O
&ii) 第3スチピンスルフィドの立体配置は不安定で、あるが， Sb-S一重結合をもっ3価の化合物の立
体配置は安定である。
。v} 光学活性第4スチボニウム塩を合成単離したO
以上の結果は，有機アンチモン化合物の進歩に新しい重要な知見を与えるものである O よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める O
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